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あぁ、 

結婚！ 
―婚活日記― 

 

第１５回 
 

黒田長宏 

 

 

＜２０２０年５月９日＞ 

４１回の原稿を投稿した。時は新型コロ

ナウイルスの流行中で先がまだ見えて

こない。 

＜６月５日＞ 

新型コロナウイルスはすでに第二波な

のだろうか。私は依然として勤務休みの

前日の帰宅後、風呂と食事のあとすぐ

に部屋にこもって映画ビデオを観て、翌

日ユーチューブでその感想を主に言うと

いう繰り返しを、『婚難救助隊』という私

のライフワークを有名にするために続け

ている。それは継続できている。ただ、

視聴者側が動かない。かなり久しぶりに

某マッチングサイトでマッチングしたのだ

が、今度の人はすぐに会いたがるという、

考えようによっては夢のような人だった

のだが、婚活は出会い系サイトとかなん

とかいうような遊びではないと思うし、も

っとメールして、お互いにわかってからと

いう思いが私にあり、積極的な相手を抑

制するような説教的なメールを返したら

ブロックされてしまった。大魚を逃がした

か。それともこれで良かったか。今とな

っては後の祭り。切り替えて次の人が現

れるように応募を新たに続ける。だが、

相手は３８歳だったので、１４歳差でも応

募に応じてくれる例もあるのだということ

は証明されたと思う。これは収穫だ。 

＜６月１９日＞ 

次にマッチングアプリで反応してくれ

た人の言い分は、東京近郊とのことでそ

れで謝られてしまったが、年齢ではなか

ったのを希望にしておこう。婚難救助隊

の Facebookでのいいね！が当初から

気づけば（気づかなかった）１３人にもな

っていた。ありがたい。 

＜7月 22日＞ 

『執筆者短信』のネタができたので書

いた。それ以外は休日は、婚難救助隊

サイトのユーチューブでの結婚難の人

たちをどう結婚できるようにするのかと

いうアピール動画と、某マッチングアプリ

への女性への応募という２大アウトプッ
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トを繰り返しているだけなのだが、だか

らこそ日記の量は少なくなるが、基本は

継続しているわけである。日記へのやる

気が減ったわけではない。同様のことを

繰り返しているので。毎日、同様、同様、

と書き続けても量を費やすだけで意味

を為さないと思っているからである。だ

から何か書く日は無理しても何か入力

せねばならないと思うから、なんというこ

ともない文字列が続くだけである。今日

は、執筆者短信を読めばわかるが、マ

イナポイントを予約したのでまだ某マッ

チングアプリを応募していない。実は一

昨日に婚難救助隊の名刺を胸ポケット

に携えて看護師エヌさん（星新一かよ）

に渡そうと試みたが、ナースステーショ

ンに必ず誰かほかにいて渡せなかった。

職場よりも某マッチングアプリのほうが

気が重くない。だが、某マッチングアプリ

は書き込んでくる人が 2人ばかりいたも

のの結局断りの内容だったのである。と

にかく、ユーチューブ発信とそれを頑張

ろう。 

＜８月７日＞ 

昨日の昼休みに普段は自家用車の

中で休憩しているのだが、ガソリン給油

に少し抜け出したら、都合の良い場所

に他の車に入られてしまい、超超のつく

ほど珍しく残り２０分を作業場で休憩し

ていたら、なにやらお金がなんだかとい

う署名がきて、なんの集金だろう嫌だな

と思い寝たフリを続けていたら、住所、

印鑑を押すと５万円がもらえるのだとい

う。国からの医療従事者の慰労金との

ことである。それまで駐車場ととられて

不機嫌だったのが５万円の臨時収入で

吹っ飛んだ。金が入るのはうれしいこと

である。特別定額給付金をまたやれば

よいのにと思っている。 

三浦春馬が自ら命を絶ったのは驚い

た。３０歳のイケメンスターで性格も申し

分なし。身長もたしか１８０センチ近い人

だったと思う。人気ゆえに収入だってか

なりのはずだったはずだ。私など、３日

で離婚されて１６６センチから１６５セン

チを行ったり来たりしているかどうかで、

イケメンかどうかは写真かなにかで判断

してもらいたいが、この３か月の間に５３

歳になってしまった。どう考えても命を絶

ちたいくらいなのは私のほうだと思うの

だが。関西には茨木市というところがあ

るらしいが、三浦春馬は私と同県の茨

城県出身者であり、それで注目は多か

った。しかし、『恋空』とか、『女城主直虎』

とか、彼は死ぬ役が多かったようなイメ

ージもある。以前、前の職場でフリーペ

ーパーの企画営業をしていた頃、けっこ

う有名な美浦のトレセン付近に住むジョ

ッキーがやはり、彼と同様に何が原因

かはっきりしないことをして、驚いたこと

がある。表面上は明るくみせていても、

心の中には辛さを抱え込んでいたのだ

ろうか。 

茨城県には茨城新聞という伝統ある

新聞があり、茨城県の内容は一番情報

発信を続けているところだと思うが、そこ

でも小さな三面記事に県内のストーカー

事件とか婦女暴行事件とか毎日のよう

に出ている。そしてなぜか容疑を否認し

ていると書かれていることを多々みる。
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悪人はどこまでも悪人なのだろうか。そ

んな中でも、なんとか普通に暮らして悪

さもしないような人達が、アラサー、アラ

フォー、アラフィフ、になっても男女とも

パートナーがいない人が多いはずだ。

某マッチングアプリでは元アイドルか女

優かというようなルックスの人たちがたく

さんでてくる。しかし反応はない。 

気づいたのは、海外旅行が好きな女

性が何人も出てくる。理由は省略するが

そういうところに結婚難の要因がある気

もする。ビールやワインを美味そうに飲

んでいる写真を掲載している人も多い。

男女雇用機会均等法からの推移は、そ

ういう女性を多く生み出してきたのだろ

う。そんな中でまだ終了していないが

『私の家政婦ナギサさん』というテレビド

ラマには多少期待をしている。ヒロイン

の多部未華子は何度か三浦春馬と共

演してきたのが悲しくもある。 

今まで『婚難救助隊』のサイトにフェイ

スブック広告をはっていたが、ユーチュ

ーブ動画のほうに広告することに切り替

えた。するとはっきり効果は感じられるも

ので、それまでサイトに新たに日に日に

１０人から２０人ほどカウントが増えてい

たのが、１人か２人くらいになってしまっ

た。ところが、広告に出したユーチュー

ブのある回だけ、閲覧者数が１人くらい

だったのが１９０回くらいになっている。

実力なのか広告なのか。いや、実力を

持ちながら広告しないと増えないのだろ

う。広告していないのになぜか１１か月

前にアップした若尾文子の『女は二度生

まれる』の感想を語った回は突出してい

て４９０回も視聴されている。一体何が

原因しているのだろうか。ほかに２つ、１

００閲覧を超えている回があるが、ゼロ

とか、一桁とか、何が閲覧数に作用して

いるのか全くわからない。わかっていれ

ば、いまごろユーチューバーで運営でき

て、お世話になっている職場を去って、

一日中、結婚難問題に取り組み、結婚

したいのに結婚できない人を援助できる

権力でも金力でもつけられるはずなの

だが、そこまでのブレイクはまだまるで

見えていない。しかも新型コロナウイル

ス騒動で新規経営者はおろか、有名大

企業でさえ億の損失状態である。独立

には非常に難しい時期にあたっている。

それでも次回以降に期待していただき

たい。連載を了承していただけて生きて

意識がはっきりできるうちは連載させて

いただいて、ブレイクを達成して、それな

ら対人援助学会にもなんらかの援助を

与える有力者になっていることだろう。し

かし突然終了したら私の身に何かあっ

たということだろう。そうならないように、

マスク、手洗い、熱中症予防、天気予報

に注意して、休日にユーチューブを一つ

以上増やすことと、某マッチングアプリ

で婚活の応募を続けよう。 

 あと毎回どこかに書いておくべきだっ

たが、最も大事なことを忘れていた。私

は５３歳だが、自分の遺伝子を受け継

いだお子さんが諦められず、年の差婚

も社会的ブームになってほしい。妊活や

妊娠の仕組みなどの本を少しずつ読み

始めた。こんな私でも誰でも良いという

わけではないが、広瀬すずやももクロの



 

205 

 

あーりんくらいなら申し分ないが、どなた

か私でなくても茨城県にでも関心がある

女性の独身の方々がいらっしゃったなら

ば、興味が少しでもあったなら、『婚難救

助隊』サイトから、黒田に関心があると

いうことで誘惑していただけると有難い

ことだ。 


